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環境工学科 カリキュラム・ポリシー 

環境工学科ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を備えた人材を育成するために、以下のような方針に基づいて

カリキュラムを編成する。 

 

1. 基幹科目では、低年次で環境問題を定量的に分析する力、環境とエネルギーの諸問題に関わる実践的な実

験と解析の技能を身につける。高年次では環境とエネルギー分野の専門的技術者として実験、調査、計画、

設計を実践し、問題解決に導く力を身につける。 

2. 資源・エネルギー分野では、低年次で資源エネルギーについての知識を幅広く養い、環境施設の設計と運

転に必要なエネルギー制御や資源サイクルの新技術に対応できる力を身につける。高年次では習得した

知識と技術を、資源循環やエネルギー変換、熱エネルギー制御に応用する工学手法を身につける。 

3. 自然共生分野では、低年次で自然環境を化学的に分析するための基礎知識を身につけたうえで、高年次で

は自然環境の分析技術、自然環境を形成する生物の働きについて生物学的な知識を身につける。また、当

該分野全体を通して生態系における物質とエネルギーの流れを物理化学的に理解する力を身につける。 

4. 都市代謝分野では、低年次で物質およびエネルギー収支の概念、地域における水と資源の制御に対するマ

クロな視点を身につける。高年次では環境質制御に対する理解を深めることで当該分野の知識を総合的

に理解し、社会で役立つ実践的な素養を身につける。 

5. 技術一般分野では、低年次で自然環境や人間活動を評価、改善、計画立案する基本的手法を身につける。

高年次では高度な解析能力を修得し、生活や産業活動を通じた環境の保全と活用に適用可能な実践的手

法、計画能力、規範的な考え方を身につける。 
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